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はじめに 

 本書「統計からみた御所市のすがた」は、人口、産業、経済、福祉、医療など

の統計データを通じ、市民をはじめ御所市に関わる方々に、御所市の現状や、御

所市の置かれている状況をわかりやすく知っていただくための資料として作成さ

れたものです。 

 近年、さまざまな分野で統計データの利活用が進み、地方自治体においても

EBPM（Evidence-Based Policy Making：統計などの証拠に基づいた政策立案）が

求められるなど、統計データの利活用は官民問わず重要なものとなっています。 

 本書では、御所市に関する統計データをグラフなどで視覚的にわかりやすい形

でまとめ直し、奈良県内の他の自治体との比較を行い、また、各資料に解説を加

えることで、専門的な知識が無くとも容易に統計から御所市の現状を理解出来る

よう構成しています。 

 平成 30年に当時の東川裕市長の統計データを職員の政策立案等に活用してい

きたいという想いを受け、秘書課職員により作成が始まり、発行以来、御所市職

員向けの資料として活用されてきました。平成 31年からは、職員の自主研究会

である「御所市統計研究会」が作成に加わり毎年改訂が行われ、令和３年度改訂

版からは一般向けにも公開しています。 

 本書が、「御所市のすがた」を知る一助となり、地域活動や企画立案など、さ

まざまな場面で、多くの皆様にご活用いただければ幸いです。 


